
久留米市協働ワーキング
H26/4/23

自分の選んだテーマの席に座ってください。



プログラム

１．開会
２．プログラム（進め方）
３．班分け
４．前回の振り返り
５．現状と課題
６．閉会



２
 

進め方

会場の写真

会場の写真



①
 

高齢者を地域で支え合う仕組みづくり
②

 
子どもの成長を地域で支える仕組みづくり

③
 

市民参画による久留米市の魅力発信の仕組みづくり

テーマ

●

 
テーマに即したものであること

●

 
みんなで力を合わせて進めていく「協働」の取り組みであること

●

 
具体性があり、実現可能なものであること

次期基本計画に反映する「取り組み（事業）」

提案！ワーキングのメンバーで検討



こんなことで
 困 っ て る の
 よ！

そうそう、私
 もそう思って
 た！

じゃぁ･･･！

共有

共感

共働

共創



協働ワーキング提案書の進め方

事業提案書

・課題を語る
・目指す姿を考える



３
 

班分け

市民

市民団体

職員

高

高

高

テーマ



4
 

前回の振り返り
 

～情報提供～

テーマごとに質問の宿題に答えてください。

【第１回協働ワーキング（2014.4.8）】　市職員からの情報提供後の質問･疑問点等

■　高齢者を地域で支え合う仕組みづくり

質問点・疑問点 回答

・要支援１・２の行方、フォロー

・呼び方、老人→高齢者に、せめて久留米
市では

・民生委員？

民生委員・児童委員は、高齢者等の不安や悩みに
ついて相談を受け、相談者の状況やニーズに応じた
市の福祉サービスを紹介するなど、行政とのつなぎ
役も担います。

・デマンドタクシーとは？

・警察との関係（駐在所）はあるのでしょう
か？

・市→公民館、自治会との関係は？

・社会福祉協議会とは？

社会福祉協議会とは、わかりやすく言えば
①ボランティア活動の拠点であり、
②赤い羽根を始めとする共同募金の事務局でもあ
り、
③また市からの委託や補助を受けての地域福祉活
動を行う

・老人というネーミングではなく、高齢者に
変えてみてはどうか。

・民生委員の役割は？

民生委員・児童委員は、高齢者等の不安や悩みに
ついて相談を受け、相談者の状況やニーズに応じた
市の福祉サービスを紹介するなど、行政とのつなぎ
役も担います。

■　子どもの成長を地域で支える仕組みづくり

質問点・疑問点 回答

・子どもは親に育てられるのが一番幸せで
は？

幸せな親子関係構築のお手伝いが出来たらと、市で
は様々な子育て支援施策に取り組んでいます。

長
寿
支
援
課

地
域
保
健
課

地
域
福
祉
課



① ② 分類
・高齢者とのつながり、高齢者同士のつな

 
がり→生きがい創出

・高齢者の社会参加を促進し、生きがい

 
づくりを進めたい

・自立、生きがい、健康
・心が満たされている、健康である、自立して

 
いる（自己完結性）の高齢者を多く作る

●自立・社会参加
●生きがいづくり
●健康づくり

・高齢者が安心して暮らせる地
域づくり

・自治会内で人間関係をアップ
していきたい

・地域のことを深く知ること
・力を合わせて

・近所づきあいの大切さ！
・高齢者の居場所づくりが大切～
近所で～

・地域の支え合いが大切
・行政（社協）でできないところに市民同士が

 
支え合う（家から出てない人を民生委員が提

 
携して話し込む）
・利他の心

●地域での支え合い

・少数意見にも耳を傾けるような
環境にしたい

・施主側！
・目的を明確に！
・誰が、誰のために
・声を聞く！

●ワーキング運営等

■高齢者を地域で支える仕組みづくり

５
 

前回の振り返り～大切にしたいこと～



① ② ③ 分類
・子どもの心がどうなのかと

 
いうことをいつも忘れず

 
に！と思います

・子どもの視点で考える

・子どものために何ができる

 
か
・子どもを真ん中に置いた事

 
業
・成人と子どもとの違い

●子どもの視点

・平等性
・子どもは平等、人は平等

●人権の視点

・安心して子育てできる環境 ●子育て環境（乳幼

 
児）

・仲間を大切にできる子ども

 
達が社会を造っていけます

 
ように

・学習→学校
・当事者支援、当事者理解、

 
子どもの安全安心

・子どもの健全育成
・子どもの瞳が常に輝く楽し

 
い環境づくり

●子どもの育成（小

 
中学校）

・コミュニケーションがちゃん

 
と取れる大人でいたい

・躾→親 ・親への社会教育
・人は変われる

●親の社会教育

・横割りと連携の仕組みづくり
・俯瞰的な視点

●連携と俯瞰的な視

 
点

・宿題を持ち帰り考えてくる
・回を追うごとに収れんしてい

 
く（まとめ役）

・ワクワク ・目的を共有化
・お互いを尊重したい
・相手の話をよく聞きて、皆、

 
発言する
・ブレーンストーミング方式に

 
よる進め方を推薦します

●ワーキング運営等

■子どもの成長を地域で支える仕組みづくり



① ② ③ 分類

・今回のワーキングのテーマ

 
で、①久留米市の現状、高

 
くない知名度、H25年度232

 
位をどう改善するか

・久留米市の観光、魅力につ

 
いて

・久留米の定着率を上げる

●ワーキングの検討

 
テーマ

・魅力の要素の発見
・久留米の埋もれた“宝”に光

 
を当てる

●魅力資源の再確認

・久留米＝「

 

」をはっきりさ

 
せる

・久留米市をアピールするた

 
め

・芸能、スポーツでアイドルを

 
排出したい

●アピールポイント

・学生も一緒に！みんなで ・参画できる人が偏らない
・楽しくできる

・「やったらどう？」ではなく、

 
「一緒に今からやってみま

 
せんか？」の心！

●事業実施の主体

 
（協働）

・ヒト・モノ・コトのつながり
・実現可能な

・情報の「ひろがり」 ●事業実施の視点

・京町地区が持つ良さを対外

 
に紹介していく

・久留米プラザを文化の殿堂

 
にしたい

●個別の方策

・他の方の意見を否定せず、

 
みんな意見を出す

・ポジティブな意見を
・人の意見を否定しない

・住民目線でまちづくりのこと

 
を考える

・大きな観点、何を目指すか
・目標を一致していきたい
・一人ひとりの意見を大切に

 
聞く

●ワーキング運営等

■市民参画による久留米市の魅力発信の仕組みづくり



①

課題

②

③

④

６
 

現状と課題

取り組む
課題を
話しま
しょう！



６
 

現状と課題

こんなことできてる
こんなことしてる
こんないい取り組み

 がある
 

等々

困っている
問題だ
等々



６
 

現状と課題

○○を○○したい

△△を××したい



７ 閉会

お疲れ様でした。

次回は
５月８日（木）１９時から
会場は２階くるみホール
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